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村内 11 箇所（小・中・高校、公民館、国民

宿舎ほか）の避難所に、最大時 912 人（避

難直後）が避難した。

村内 6箇所 100 戸が 2016 年 3 月に完成

新町:54戸(村整備)／南浜:6戸(村整備)

／下安家 :1 戸 ( 村整備 )／本町・旭町 :13

戸 ( 村整備 )／門前小路第 1団地 :8 戸 ( 県

整備 )／門前小路第 2団地 :18戸 (県整備 )

村内５箇所・計 213 戸が 2011 年 7 月に完成、

うち野田中学校グラウンドには 128 戸。

村応急仮設住宅の供与期間は平成 29 年６月

で終了する。

最大約 18ｍの津波来襲
最高遡上到達点 37.8ｍ
死者数… 37 人（村民 28 人村外９人）
行方不明者数…０人
※震災当時の人口　4,849 人

住家被害… 515 棟
（ 全壊 311 棟 / 大規模半壊 136 棟 / 半壊 32 棟 / 一部損壊 36 棟）
※震災当時の世帯数　1,674 世帯

野田村の被害状況

平成 23 年 3 月 11 日　14 時 46 分頃、岩手県野
田村は、東日本大震災により震度５弱を記録し、
その後最大約 18m の津波が来襲、本村の住家約 
1/3 が被害を受けるとともに、漁業や商工業な
どに甚大な被害を受けました。
かけがえのない尊い生命と貴重な財産を奪われ
るとともに、中心部にある商店街や住まい、働
く場、交通網、漁港など広範囲にわたり壊滅
的な被害を受け、社会経済活動に甚大な被害
をもたらしました。

復興期　平成 24 年度～平成 27 年度　４年間
発展期　平成 26 年度～平成 32 年度　７年間

震災の記憶（平成 28 年 6 月発行）  製作：野田村観光協会・野田村
震災ガイドに関するお問合せ　野田村観光協会 0194-78-2012 / 震災復旧・復興についてのお問合せ等　野田村役場 0194-78-2111

主な公共施設の被害
● 庁 　 舎 　 等 床 上 浸 水：役場庁舎
● 社会教育施設 大規模半壊：生涯学習センター（兼図書館）
 半　　　壊：総合センター
● 保健医療施設 全　　　壊：保健センター、診療所施設
● 老人福祉施設 全　　　壊：グループホームことぶき
● 児童福祉施設 全　　　壊：野田村保育所
● 村 営 住 宅 全　　　壊：旭町住宅
 大規模半壊：泉沢住宅
● 消 防 施 設 全　　　壊：３ヵ所／床上浸水：１ヵ所
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震源地

野田村野田村

前浜地区防潮堤、野田海岸防潮堤

安全・安心で活力あるむらづくり

防災まちづくり
生 活 再 建
産業・経済再建

第１堤防　防潮堤

盛土（第３堤防）　〈新設〉

陸中野田駅

県道付け替え

ＩＣ設置
予定

野田港

第２堤防　建設海岸堤防
（三陸鉄道北リアス線
  又は国道 45号）

（海抜 14ｍに嵩上げ）

土地区画整理事業

高台移転地

都市公園

（海抜 7.8m）

（海抜 8 ～ 12m）

野田村中心部の復興イメージ図

45

高台移転地

● 津波防災施設等は、防潮堤（海抜14 m）、建設海岸堤防（三
 陸鉄道北リアス線・国道45号）（海抜7.8m）、 盛土（海抜8m
 ～12 m）で 安全性を高めます。
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断面イメージ断面イメージ

新たな防潮堤の建設

前浜地区防潮堤、野田海岸防潮堤 三陸鉄道北リアス線及び国道 45号線
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2011 年

2015 年 3 月
12 月

東日本大震災津波岩手県・野田村合同追悼式
交流施設「リメンバーホープヴィレッジねま～る」完成

2016 年 3 月 村の全・災害公営住宅完成（100 世帯）

爪痕が残る米田水門

津波最高遡上到達点（37.8ｍ）

おおよその
津波到達点

標高約 21ｍ
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比較（復旧後）

野田港

防潮林（東屋から撮影）

御台場公園（避難場所）

十府ヶ浦海岸堤防

本町通り（国道から）

愛宕参道広場 大鳥居中心商店街

比較（震災前）
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野田港

防潮林（東屋から撮影）

御台場公園（避難場所）

十府ヶ浦海岸堤防

本町通り（国道から）

愛宕参道広場 大鳥居中心商店街
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海岸部 中心部

11 日

2012 年

2014 年

三陸沖で M9.0 の大地震が発生
東日本沿岸に大津波が発生

28 日

17 日

14 日
30 日

3 日
6 日

31 日
4 日

20 日

30 日
30 日

4 月

全行方不明者の捜索終了
診療所が村総合センターで診察再開

16 日 三陸鉄道久慈 - 陸中野田間運転再開
（震災復興支援列車として無料乗車）

村東日本大震災慰霊祭・合同葬儀
28 日 第１回災害義援金振込

応急仮設住宅 第１号完成

商店街の一部店舗で営業を再開
電気・水道・下水道が概ね復旧

全・応急仮設住宅完成（４箇所）
全 11 箇所の避難所閉鎖
野田漁港市場仮復旧
体育館での支援物資配布終了
下安家漁協の復旧

下安家漁協さけ・ます増殖施設復旧
野田漁港市場復旧

3 日 中心部 仮設店舗 オープン

三陸鉄道 陸中野田－田野畑間運行再開
2 月 のだ塩工房 再建・火入れ

11 月 野田村保育所 再建

5 月 村震災ごみ（16 万 7,336 トン）の処理完了
4 月 三陸鉄道 全線運行再開

8 月 村唯一の診療所「おしかわ内科クリニック」再建 
8 月 野田まつり（旧・野田観光まつり） 再開

自営定置網、待望の初網起こし

震災からのあゆみ（主なもの）

津波は普代村の堀内漁港に襲いかかり、そのしぶきは国道

45 号まで登りました。その後、津波は白い水しぶきを上

げながら３時 30 分過ぎに野田港に襲い、多くの船や市場、

工場などの建物を押し流し、あっという間にすべてを飲み

込みました。村中心部の防潮堤を見ると、第一波がひくと

同時に、防潮堤に大きな亀裂が入っているのが見えました。

第二波は、第一波が引ききらないうちに防潮堤を襲い、防

潮林よりもはるかに高い波しぶきをあげて、防潮堤を飲み

込みました。最も高い波だった第三波は 12 メートルある

港地区の防潮堤を軽々と乗り越え、避難場所の御台場公園

にあと数メートルというところまで迫りました。

御台場公園に避難していた住民が下に降りられたのは夕方

６時頃でした。

大津波、そのとき ——

（野田村役場広報）

これまで住民を守ってきた防潮堤は破壊され、村内４つの漁港・関係施設が壊滅的な被害を

受けました。下安家地区では村道橋が落ち地域が分断。国道や県道も通行止めになりました。

商店街の大半が倒壊や浸水の被害にあったほか、田畑も海水につかり、経済的損害は想像を

絶するものがありました。現在は中心部の宅地は嵩上げされ、住宅の再建も進んでいます。
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